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教
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あ
い
さ
つ

教
区
長
あ
い
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つ

新
春
を
迎
え
ら
れ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
教
区
支
部
の
活
動
の
上
に
ご
尽
力
下
さ
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
婦
人
会
で
は
、
会
員
決
起
の
集
い
を
管
内
五
会
場
で
催
さ

れ
、
い
よ
い
よ
四
月
十
九
日
の
創
立
百
十
周
年
記
念
総
会
が
近
づ

い
て
お
り
ま
す
。

新
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ざ
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特
に
婦
人
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で
は
、
会
員
決
起
の
集
い
を
管
内
五
会
場
で
催
さ

れ
、
い
よ
い
よ
四
月
十
九
日
の
創
立
百
十
周
年
記
念
総
会
が
近
づ

い
て
お
り
ま
す
。
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愛
媛
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総
会
前
夜
の
「
よ
ろ
こ
び
の
パ
レ
ー
ド
」
に
も
、
愛
媛
教
区

婦
人
会
と
し
て
百
名
の
会
員
が
出
演
下
さ
い
ま
す
が
、
「
一
人

が
二
人
の
会
員
を
ご
守
護
頂
き
ま
し
ょ
う
」
の
提
唱
の
も
と
、

道
の
台
の
大
い
な
る
躍
進
に
お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
は
「
そ
し
て
何
よ
り
も
、
道
は
楽
し
ん
で
通

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
（
立
教
182
年
春
季
大
祭
）
」
と
表
統
領
先

生
が
お
話
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
、
常
に
陽
気
ぐ
ら
し
の
実
践

を
心
掛
け
、
同
じ
地
域
に
住
む
教
友
の
た
す
け
合
い
を
も
っ
て
、

教
え
を
世
界
に
広
め
伝
え
て
い
ま
す
。

分
け
て
も
今
年
は
、
「
愛
媛
教
区
芸
術
文
化
祭
」
を
十
一
月

二
十
九
日
に
開
催
し
、
よ
ふ
ぼ
く
一
人
一
人
が
芸
術
文
化
を
通

し
て
個
性
を
輝
か
せ
、
感
動
を
共
有
出
来
る
よ
う
に
、
婦
人
会
、

少
年
会
、
青
年
会
、
学
生
会
と
も
連
携
し
て
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

ま
ず
は
、
婦
人
会
創
立
百
十
周
年
総
会
、
そ
し
て
教
区
芸
術

文
化
祭
を
柱
と
し
て
、
ま
た
各
部
・
各
会
の
活
動
を
通
し
て
、

こ
の
道
を
通
る
喜
び
の
輪
が
、
一
層
地
域
社
会
に
広
が
る
よ
う

に
、
本
年
の
活
動
を
推
し
進
め
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒

ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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11
月
23
日
、
教
務
支
庁
を
会
場

に
少
年
会
の
総
会
を
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
の
班
長
を

務
め
て
く
れ
た
出
水
陽
喜
君
を
祭

主
に
、
参
加
し
て
く
れ
た
隊
員
で

祭
儀
式
を
執
り
行
い
、
座
り
づ
と

め
は
隊
員
を
主
に
わ
か
ぎ
層
で
、

続
い
て
よ
ろ
づ
よ
八
首
か
ら
前
半

を
各
支
部
交
代
で
、
一
手
一
つ
に

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
年
会
長
様
の
告
辞

を
代
読
し
、
団
長
挨
拶
後
、
祭
主

の
手
に
合
わ
せ
て
親
神
様
・
教
祖
・

霊
様
を
礼
拝
し
午
前
の
部
を
終
了

し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
恒
例
に
よ
り
少
年

ひ
の
き
し
ん
隊
の
今
年
の
活
動
を

編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
参

加
し
た
感
想
等
思
い
出
を
語
っ
て

も
ら
い
、
来
年
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
室
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
各
下
り
対
抗
で
行
い
、
各
チ
ー

ム
た
す
け
合
っ
て
、
い
い
賞
品
を

目
指
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
少
年
会
員
109
名
・

育
成
会
員
65
名
、
合
計
174
名
で
し

た
。お

力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
育
成

会
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

団
長

武
内
末
博
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去
る
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
今

年
度
の
野
外
研
修
会
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
24
名
。

東
予
・
中
予
・
南
予
を
順
に
毎
年

行
い
今
年
は
中
予
地
区
。

今
治
市
菊
間
町
の
菊
間
分
教
会

に
集
合
し
、
神
殿
で
参
拝
、
部
長

挨
拶
の
後
、
教
会
周
辺
で
神
名
流

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
『
四
国
・
今
治
市
菊
間
か
わ

ら
館
』
へ
移
動
。
七
百
年
余
の
歴

史
を
持
ち
、
世
界
に
誇
る
と
い
わ

れ
る
菊
間
瓦
に
つ
い
て
の
資
料
や

展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
道

の
駅
「
風
和
里
」
で
昼
食
を
と
り
、

午
後
は
北
条
の
鹿
島
を
散
策
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

参
加
さ
れ
た
あ
る
男
性
は
「
以

前
、
鹿
島
ま
で
泳
い
で
渡
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
波
が
強
い
の
で
な

か
な
か
島
に
た
ど
り
着
け
な
か
っ

た
。
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
当
日

は
、
少
々
風
が
あ
っ
た
も
の
の
爽

や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
教
区
内

で
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

意
義
の
あ
る
研
修
と
な
っ
た
。

坂
本
文
利
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地
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、
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い
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昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
後
、
宇
和
島
支
部
で
は
一
年
に
わ
た
り
救
援

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
表
統
領
先
生
に
頂
い
た
お
言
葉
の
中

に
「
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
陽
気
ぐ
ら
し
づ
く
り
に
寄
与
し
て
下
さ
い
」

と
お
聞
か
せ
頂
き
、
そ
の
言
葉
を
心
に
、
社
協
と
連
携
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
ニ
ー
ズ
に
伴
い
、
救
援
活
動
を
行
っ
た
。

「
い
つ
で
も
言
う
て
よ
。
行
か
せ
て
も
ら
う
か
ら
ね
」
と
や
さ
し
い

言
葉
を
返
し
て
下
さ
り
、
協
力
し
て
頂
い
た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

お
か
げ
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
に
寄
り
添
え
れ
た
こ
と
と
教
友
同

志
の
絆
も
深
ま
っ
た
と
思
う
。
少
し
は
地
域
に
陽
気
ぐ
ら
し
に
貢
献
さ

せ
て
頂
い
た
の
で
は
…
…
。

先
日
、
熊
本
の
あ
る
先
生
よ
り
、
現
在
、
熊
本
の
益
城
町
の
状
況
を

聞
か
せ
て
頂
き
、
大
変
驚
い
た
。
「
益
城
町
で
は
キ
リ
ス
ト
教
が
中
心

に
復
興
に
携
わ
っ
て
い
る
。
心
の
ケ
ア
ー
を
中
心
に
」
と
聞
き
、
震
災

後
直
ち
に
復
興
に
当
た
っ
た
天
理
教
で
は
な
く
て
、
他
宗
教
が
地
域
に

根
づ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
ん
と
残
念
な
こ
と
か
！
本
当
の
意
味
で

の
救
済
活
動
は
長
期
に
わ
た
る
活
動
か
も
し
れ
な
い
。
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に
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れ
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、
地
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の
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気
ぐ
ら
し
づ
く
り
に
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し
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下
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き
、
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携
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。
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、
協
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で
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、
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、
熊
本
の
益
城
町
の
状
況
を

聞
か
せ
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、
大
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驚
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。
「
益
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で
は
キ
リ
ス
ト
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が
中
心

に
復
興
に
携
わ
っ
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い
る
。
心
の
ケ
ア
ー
を
中
心
に
」
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き
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災

後
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っ
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。
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に
わ
た
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救
援
活
動
を
通
し
て

今
後
も
宇
和
島
支
部
で
は

市
の
復
興
会
議
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
行
政
、
社
協
、
他

の
団
体
と
共
に
地
域
に
陽
気

ぐ
ら
し
づ
く
り
を
展
開
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
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1
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９
７

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

（
12
月
お
運
び
分
）

愛
河
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
神
殿
建
築
及
附
属
建
物
移
動
願

［
法
人
関
係
諸
願
書
届
］

愛
河
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
基
本
財
産
一
部
処
分
承
認
願

松
山
市
分
教
会
（
愛
豫
）

▽
合
併
及
び
解
散
登
記
完
了
届

坂
本
分
教
会
（
伊
野
）

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

◎
新
居
浜
支
部

新
田
布
教
所
（
川
之
江
・
別
子
）

受
理
日

令
和
１
年
10
月
28
日

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
岡

慶
悟
さ
ん

享
年
58
才

東
友
栄
分
教
会
長
（
愛
豫
）

出
直
日
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月
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▽
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ー
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生
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開
発
セ
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名

伊
豫
大
田
分
教
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月
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摩
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1
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３
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各
支

部
に
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設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
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個
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、
教
会
、
団
体
で
の
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寄
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、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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】
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日
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子
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例
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９
日

松
山
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支
部

例
会

松
山
東
支
部

例
会

11
日

教
区
祭

12
日

教
区
報
会
議

18
日

学
生
会
お
つ
と
め
総
会

23
日

輸
送
部
年
頭
会
議

29
日

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
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ル

少
年
会
例
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